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滋賀県工業技術総合センター
信楽窯業技術試験場情報誌

くらしの陶製品97を終えて

信楽のうわぐすり「海鼠釉」

素材のいろしヽろ「ビオポリーJ

海外研修生の紹介

導入機器の紹介

収蔵品紹介「飯釜J

新体制でスタート

研究発表会のこ案内

:11月 7日 (金)13時 30分より

:信楽窯業技術試験場 2階会議室

:平成 8年度窯業試験場の研究成果
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お誘い合わせのう/― 、ぜひお越 し下さしヽ

尋κリユコよ 暮らしの洵製品97に出品したドアノブです.



展示場所 :

期間  :

くらしの陶製品'97 展示を終えて

陶芸の森 (産業展示会館 2Fギャラリー )

平成 9年 7月 25日～ 9月 7日

ゆとりのあるライフスタイルや、高齢化社会に向けた人に優 しい機能とテイス トをテー

マに、新素材を活用 した陶製品の提案を行しヽました。

20品目、 160点 を展示 しました。

陶器祭り開催中 3日 間、展示会場にてアンケー ト調査を行いました。726名の方より

しヽただいた回答の集計結果を紹介しヽた します。
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くらしの陶製品'97の講

去る 8月 7日陶芸の森において 3名の講師をお迎えし、|く らしの陶製品 97Jの講

評をお願いしました.要旨は次のとおりです .

稲岡真理子氏
(ライフマネジメント

カウンセラー)

異素材との複合でより魅力的に

新しい素材を生かした具体的な提案が多く より洗

'されてしヽる印象を受けました。

今 生活者は機育Ы生だけでなく豊かさを求めています.

そばセットなどはもつとも完成度が高く ほかにもウ

オールプランターやビアマグ等も売れ筋の商品になりそ

うです。また 素材の組み合わせや異素材との複合で魅

力が増す作品もありました。市場にあった価格設定が必

要ですね。

剣持利之氏

(ミサワホーム株式会社

部品開発部主幹 )

陶器独特のテクスチヤーと存在感 !

信楽のイメージを大切にtノ IJが ら 11来にわたり消

費者を衷切らない商品開発が最も重要です。手すりと

ドアンプについては金属 木製にはできrJぃ陶器独特

のテクスチヤーと存在感があります。これからま 他

の業種と互いのメリットを生かした複合化商品への晨

開を図ることによつて 住環境の中に これらのlfl製

品がもつと受け入れられていくでしょう
`

出丼豊二氏

(大谷女子短期大学助教授 )

デザイン面でレベルアップ !?

小物が主体ですが バラエテイーに富んだ内容で楽し

ませていただきました。

数年前よリア ドバイザーとして信楽業界のデザイン相

談を受けてきましたが 毎年商品としてのレベルが向上

してきていることに信楽の底力を感じます.試験場から

発表さllた軽量素材についても 数社から商品として提

案されており これら他産地と差別化できる商品の誕生

が信楽業界の17J世 主になると信じます。
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信楽のうわぐすり「海鼠釉」

海鼠釉は支那の釉法でその原産地は加藤唐九郎著『陶器大事典』によると「広東省石湾窯並び

に江蘇省鼎山窯にして、何れも後周紫窯の雨過天青磁に端を発せる汝州窯、均州窯の葱翠色、月

自青の釉色系統を街造せんとし却つて一種の釉調を発明せるものなりJまた P恰も生きる海鼠に

街彿たる釉色のものにして、蓋し鉄釉の窯変して生ぜる色調なりJとあります。信楽においては、

谷丼直方 (明治 24年没)が支那火鉢の海鼠釉をねらって試験をしたのが始まりです。その後、

明治の終わり頃から火鉢に盛んに施釉されるようになりました。当時の海鼠釉は地釉を勺掛けで

おこない、上控Hす釉薬は油缶で流し■Hす してしヽました。その後上桂Hす釉薬は パッパ
‐
としヽって

靴刷毛を粕薬に浸し、地釉の上に文字通リパッパと振り■Hする方法に変わつていきました (現在

はスプレーガンが主流 )。 当初はこのように二重掛け、三重IHすが通常でしたが、昭和30年代後

半から植木鉢の量産によリー度掛けの海鼠釉が主流になりました。

この釉は一般的に珪酸質 (藁灰)の乳濁釉で主原料に長石、木灰、藁灰を使用し、これに着色

斉Jと して鉄、コバル ト、マンガン等の酸化物を 1～ 6%添力日して得られます。乳濁の程度を調整

するのは珪酸分で、黒つぼtl場合は、藁灰や珪石を多くし、自くなりすぎた場合はこllらを少な

くします。調合比の一例を下に示します。焼成温度は木灰 (石灰)の量比によつて調整し、雰囲

気は酸化です。重要なのは冷却速度です。冷却速度が速いと黒くなり、遅すぎると7し濁が強くな

り自くなつてしまうので注意が必要です。 (高丼 )
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素材のいろいろ

ビオポリー

本号から試験場で使つているおもしろしヽ素材につしヽて紹介します。まずは武田薬品工 業 (株 )

製の「ビオポリー」です。粘土のまつたく入つてしヽない原料でろくろ成形ができるといえば意外

でしょうか。しかしアルミナの 30音日まどの水と、13パーセン トほどのビオポリーの粉末を添

加して練ると、普通の土のようにろくろがひけるようになります。ビオポリーは、サクい原料に

粘りを出すときに有効です。長石やセルベンも微粉砕してビオポリーを混ぜると可塑性が生まれ

ます。ろくろ成形のほtlに、押し出し成形や圧延成形なども可能です。

ビオポリーは粘菌としヽう微生物が分泌するカー ドランとしヽう多糖類の一種です。はじめは八ム

などにしつとりした味わいを出すための食品添力日物として開発さllま した。llB在 はビルの工事現

場などで生コンクリー トの流動性を向上させる添力]斉Jと して、ひ ろく使われています。

ビオポリーの欠点は可塑水量が多くtJるため乾燥収縮率が少し高くなることです。l k8あ たり

数千円程度です。

みなさんよろしくお願いします

試験場では 8月 1日 から海外からの研修員を受け入れています。イン ドネシア共和国プルワカ

ルタ地域開発計画局のヽマンさんとブラジル RS州鉱物資源公社のフェルナン ドさんです。お二

人とも毎日大津から通つています。

ママンさんは、12月末まで、フェルナン ドさんは、来年の 3月 31日 まで、窯業の研修と県

民の皆様との交流を目的として窯業技術試験場を中心に活動されます。

Mannan Rosama Kattamangga a

ママンロサマカータマンガラ

インドネシアのプルワカルタ出身です。

専門分野は経済学で、インドネシアでは、

インドネシア共和国プルワカルタ地域開発

局としヽうところで働しヽてしヽます。

信楽では、釉薬について、とくに勉強し

てしヽます。

趣味はテニスです。

母国では二人の子どもと妻が私の帰りを

待つています。
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フェルナンド ダブレ デ メロ

ブラジルの リオ グラン デ  ド スー

ル州のサン ト アンジェロ出身です。専門

は地質学で、CRMと いう公社で金山や炭

坑の調査研究を行つてしヽます。

10ヶ 月間の長い研修で、早く母国の妻

と子どもに逢いたいと思つています。

l●画や音楽が好きで、チェスもします。

みなさんよろしくお願しヽします。



万能強度試験機

凍害試験器 (低温恒温槽)

品名  シルバリープリンス

型式  SP 47C「A
メ■カー ll式会社カ トー

用途  陶確器製品 (タ イル 瓦 植木IIな ど )

の凛害試験

仕様  最低温度 |-400(最高温度 |]00℃ ,プ
ログラム制御

寸法  ]000× ]000× 800m「1(庫

“

)

導入試験機器の紹介

品名  1 000kNlli圧 100kN万能連結型試験l―

型式  ACAY]000/100S
メ功 ― JTト ーシ株式会社

用途  タイル 瓦 セラミックス 耐火レンガの

曲げ試験と耐圧試験 モルタルの圧縮試験

仕様  耐圧試験最大荷重 11000kN
曲げ強度試験最大荷重 :100kN

自動プログラ却 に

マニユアル漬に

蛍光X線分析装置のバージョンアップ
品名  蛍光X線分析装置用データ処理装置

型式  システム3270E(本体)

メ劫 ― 理学電機工業株式会社

用途  陶磁器原料 素地や粕薬などの元素 分析

仕様  パソコン 日本 BMtt PC350 6587」P3

(CPU:Pentum 200MHz)
ソフトウエア OS/2
FP,去 (オーダー分析)など

特徴  マルチタスク処理により 測定中やプリン

ター出力中でもデータ処理が可能です。

また FP法 (オーダー分析)ソフトにより

未知試料や標準試料を用意できない試ド|で

もおおよその定量ができます。

万能強度計t験機

低温恒温槽 壼光X線分析装置のインターフエース
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飯釜

φ 30× h21 cm

昭和 ]3～ 20年 (1938～ 1945年)

国家総動員法が成立 した年 に渡辺陶楽

氏が考案 した代用陶器である。天目釉の  ■

上に「国富 特殊耐熱la~器」というシールが  ■|

貼られてしヽる。製造元の国富窯業は現在の

信楽学園 の場所に位置 していた,耐熱陶器  |■ ‐.｀銀

はベタライ ト素地と考えるよりも、火IIの  |.1111素
橿興鷹房叢璽量晨「足ぎ蚤意Fr2:L 響蠍量機

く美味い、という説もある。 (1澄)     ‐

信楽窯業技術試験場として新たにスター ト

平成 9年 4月 1日 、当試験場は、 日滋賀県工業技llJセンターと統合 して11賀県工業技

術総合センター信楽窯業技術試験場として新たにスター トしました .

また、試験場内部のl■制Jについては、技術 デザイン係が設置さl13係体H」 に充実 し

ました。

今後とも技 lT‐の向上と産地振興に努めてまいる所存です。業界ならびに県民の皆様の

こ支援をしヽただきますようよろしくおllleぃぃたします。

場長 今西康博

滋賀県工業技 lT総合センター

信楽窯業技術試験場

指導係

鰤にテザイ)孫

研究開発係

指導 人材育成事業の実施 情報の収

集と発信

デザインおよび新製品の開発研究

成形および加飾技術の研究

新素材 新技御iの研究開発 生産表術

の高度化研究と地域資源の活用研究

ll頼試験 機器使用に関すること

編集 発行

滋賀県工業技術総合センター信楽窯業技術試験場

Utt  htpフ INwsh aiC 8oわ /●3/~
水色いう |ずん ― ― な賀です
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